
家族性大腸腺腫症患者の全消化管におけるポリープ病変
の実態調査

本学で実施しております以下の研究についてお知らせ致します。

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますので
お申出下さい。

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませ
んので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

研究課題名 家族性大腸腺腫症患者の全消化管におけるポリープ病変の実態調査

倫理審査受付番号 第2918号

研究期間 2018年 3月倫理審査承認日～2023年 3月31日

研究対象情報
の取得期間

下記の期間に消化管内科を受診された、家族性大腸腺腫症の方
2008年 1月 1日～2023年 3月31日

研究に用いる
試料・情報

カルテ情報



研究概要 （研究目的、意義）
家族性大腸腺腫症 (FAP) の患者さんには大腸のみならず胃・小腸にもポリープ病変が多発することが知られていま
す。FAP 患者の大腸・胃病変に関しては通常の上下部消化管内視鏡検査で評価可能である為、様々な疫学調査や採取した
消化管組織を用いた分子生物学的研究が可能でしたが小腸領域の病変に関しては殆ど情報を得ることが出来ませんでし
た。しかし近年、小腸カプセル内視鏡や小腸内視鏡の開発により、徐々に小腸病変も評価出来るようになってきまし
た。FAP 患者では十二指腸や小腸にも腺腫が多発することが知られていますが、その数や分布、また、患者個々によるそ
の差異、あるいは腺腫の増殖能など、治療や経過観察に必要なデータは乏しいため、本研究では、FAP 患者に対して上下
部内視鏡、小腸カプセル内視鏡、小腸内視鏡検査を行った症例を対象とし、その内視鏡所見と臨床病理学的データの関連
を後方視的に解析することを目的とします。

（研究の方法）
上下部消化管内視鏡、小腸カプセル内視鏡、小腸内視鏡検査を受けた FAP 患者の内視鏡所見を調査し、臨床病理学的デー
タ（身体所見、消化管通過時間、血液生化学所見、予後）の関連を後方視的に解析することを目的とします。

（個人情報の取り扱い）
収集したデータは、誰のデータか分からないように加工した（匿名化といいます）上で、統計的処理を行います。国が定
めた「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に則って、個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、
個人が特定されない形で行います。

本研究に関する
連絡先

兵庫医科大学病院 消化管内科
三輪 洋人（研究責任者）
福井 広一（研究担当者）

〒663-8501 兵庫県西宮市武庫川町1-1
TEL ｜ （平日 9：00～16：00） 0798-45-6662
（上記時間以外）0798-45-6111


